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紹
介
と
批
許

入
江
啓
四
郎
著

『
國
際
公
法
』

　
入
江
教
授
の
國
際
公
法
と
題
す
る
新
書
が
刊
行
さ
れ
た
。
刊
行
後
ま
も
な
く

教
授
か
ら
本
書
の
寄
贈
を
う
け
た
筆
者
は
、
一
讃
し
て
こ
の
小
さ
な
新
書
に
、

從
前
わ
が
國
で
刊
行
さ
れ
た
國
際
法
の
教
科
書
に
見
ら
れ
な
か
つ
た
籔
々
の
特

色
を
み
、
か
よ
う
な
特
徴
が
ま
た
今
後
の
わ
が
國
の
國
際
法
學
の
行
ぎ
方
に
一

つ
の
先
鞭
を
つ
け
た
も
の
と
感
得
し
た
。
新
書
版
三
〇
〇
頁
鹸
り
の
書
物
に
、

全
く
よ
く
國
際
先
例
や
實
行
、
現
在
問
題
と
さ
れ
て
い
る
國
際
法
上
の
案
件
、

更
に
は
職
後
成
立
し
た
條
約
關
係
、
國
際
蓮
合
の
活
動
な
ど
が
、
手
ぎ
わ
よ
く

整
理
さ
れ
牧
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
よ
。
こ
の
新
書
は
、
國
際
法
を
初
め
て
學
ぼ

う
と
す
る
學
生
諸
君
や
多
少
と
も
國
際
關
係
の
法
に
關
心
を
持
ち
た
い
方
々

に
、
是
非
讃
ん
で
頂
き
た
い
螢
作
で
あ
る
。
著
者
は
、
御
紹
介
す
る
ま
で
も
な

く
、
種
々
の
月
刊
雑
誌
や
放
邊
な
ど
で
國
際
情
勢
や
時
事
問
題
を
解
論
さ
れ
、

愛
知
大
學
姶
め
頁
京
の
久
ノ
く
の
大
學
千
、
講
師
と
し
て
迎
え
ら
れ
て
い
る
方
f
、
、

七
九

（
五
一
五
）



紹
介
と
批
詐

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
騰
制
の
崩
壌
と
い
う
大
作
を
始
め
、
織
後
は
日
本
講
和
條
約
の

研
究
と
い
う
著
作
を
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
入
江
教
授
は
、
國
際
法
の
研
究
を
肚

會
か
ら
孤
立
し
た
感
の
あ
る
大
學
の
研
究
室
で
進
め
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
永

く
時
事
通
信
批
で
活
躍
さ
れ
な
が
ら
國
際
法
を
研
究
す
る
と
い
う
猫
得
な
學
風

を
騰
得
さ
れ
て
い
る
。
か
よ
う
な
濁
得
な
學
風
が
、
こ
の
新
書
を
し
て
、
ユ
ニ

ー
ク
な
國
際
法
の
教
科
書
た
ら
し
め
、
ま
た
生
き
た
國
際
法
を
知
る
の
に
極
め

て
興
昧
あ
る
螢
作
を
刊
行
せ
し
め
る
こ
と
に
な
つ
た
の
で
あ
ろ
う
。

二

　
概
し
て
わ
が
國
の
國
際
法
の
教
科
書
は
、
職
前
の
も
の
あ
る
い
は
職
後
の
も

の
を
問
わ
ず
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
他
の
法
分
野
に
お
け
る
と
同
じ
よ
う
に
理

論
に
偏
重
し
す
ぎ
る
傾
向
が
あ
つ
た
。
緒
み
に
一
珊
の
國
際
法
の
教
科
書
を
と

り
あ
げ
て
、
國
際
法
の
先
例
の
名
前
だ
け
で
な
く
、
そ
の
内
容
が
解
説
さ
れ
て

い
る
か
ど
う
か
を
確
か
め
て
見
る
が
よ
い
。
こ
の
理
論
偏
重
の
傾
向
が
、
本
書

で
は
理
論
よ
り
も
實
行
、
い
わ
ば
理
論
が
よ
つ
て
生
ず
る
慣
行
の
説
明
に
重
鮎

を
お
い
て
い
る
こ
と
に
重
要
な
贋
値
が
あ
ろ
う
。
著
者
の
こ
と
ば
を
借
り
れ

ば
、
「
國
際
法
の
分
野
で
は
、
ま
だ
國
際
法
典
は
整
備
さ
れ
る
段
階
に
ま
で
進

ま
ず
、
し
た
が
つ
て
、
法
の
淵
源
や
諸
規
則
、
諸
條
約
に
つ
い
て
、
相
當
読
明

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
實
定
國
際
法
は
、
特
に
法
と
し
て
認
め
ら
れ

た
一
般
的
慣
行
を
典
撮
と
」
、
ひ
い
て
確
立
さ
れ
た
先
例
や
國
際
判
決
を
重
覗

す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
援
用
し
読
明
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た

が
つ
て
こ
の
分
野
で
は
、
實
詮
的
解
明
方
法
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

る
。
」
の
で
あ
る
。
　
こ
の
意
昧
に
お
い
て
法
と
し
て
認
め
ら
れ
た
一
般
的
慣
行

が
、
主
た
る
地
位
を
占
め
て
い
る
國
際
法
學
に
は
、
事
件
を
通
じ
て
法
を
認
識

八
O

（
五
一
六
）

す
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。
わ
が
國
で
は
イ
ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ
カ
な
ど
に
お
い

て
見
ら
れ
る
國
際
法
の
先
例
集
は
一
冊
も
存
在
し
な
い
し
、
教
科
書
で
先
例
を

引
き
読
明
を
加
え
る
こ
と
は
極
め
て
稀
で
あ
つ
た
。
こ
の
新
書
で
は
、
實
鐙
的

解
明
方
法
と
し
て
極
め
て
多
く
の
國
際
法
の
重
要
な
先
例
が
引
か
れ
解
説
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
先
例
は
、
仲
裁
裁
判
や
常
設
國
際
司
法
裁
判
所
の
判
決
の

み
な
ら
ず
、
國
際
連
合
の
叢
足
に
俘
つ
て
設
立
さ
れ
た
國
際
司
法
裁
到
所
の
新

し
い
判
決
、
更
に
は
國
際
法
の
案
件
に
つ
い
て
の
國
内
裁
判
所
の
到
決
ま
で
が

含
ま
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
自
衛
灌
に
つ
い
て
カ
ロ
ラ
イ
ン
號
事
件
、
デ
ン

マ
ー
ク
艦
隊
引
渡
要
求
事
件
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
ス
號
事
件
、
國
家
責
任
に
つ
い

て
ア
ラ
バ
マ
號
事
件
、
ト
レ
イ
ル
熔
鑛
所
事
件
、
ナ
ウ
リ
ラ
ー
事
件
、
軍
除
構

成
員
の
犯
罪
に
つ
い
て
の
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ッ
ィ
フ
ィ
ガ
事
件
、
マ
レ
ロ
．
マ
ヌ
エ

ル
事
件
、
ト
リ
ア
ン
ダ
フ
ィ
ル
t
事
件
、
海
峡
に
つ
い
て
の
コ
ル
フ
海
峡
事

件
、
般
舶
の
衝
突
に
．
一
ノ
い
て
の
β
テ
ユ
ス
號
事
件
、
條
約
の
拘
束
力
に
關
す
る

藤
井
整
封
カ
リ
フ
万
ー
ニ
ア
州
事
件
な
ど
、
あ
る
程
度
事
件
の
事
實
と
判
決
の

内
容
ま
で
言
及
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
國
際
法
を
興
陳
深
く
理
解
し
う
る
よ
う

な
配
慮
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

三

　
こ
の
新
書
は
、
た
だ
國
際
法
の
先
例
を
多
く
引
用
し
た
だ
け
で
な
く
、
國
際

法
上
の
問
題
を
本
嘗
に
身
近
な
も
の
と
し
て
親
し
め
る
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い

る
こ
と
、
と
く
に
右
に
引
か
れ
た
先
例
も
更
に
日
本
と
關
係
し
た
案
件
へ
の
適

用
を
豫
定
し
て
い
る
瓢
も
注
意
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
關
係
に
お
い
て

は
、
今
な
お
我
々
の
記
憶
に
あ
る
叉
は
現
に
問
題
と
な
つ
て
い
る
日
本
と
直
接

關
係
し
た
國
際
法
問
題
を
非
常
に
多
く
と
り
あ
げ
、
し
か
も
こ
れ
に
つ
い
て
比



較
的
多
く
の
頁
が
さ
か
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
中
共
の
承
認
（
四
五
ー
四
六

頁
）
、
ラ
ス
ト
ボ
ロ
フ
事
件
（
八
二
頁
）
、
日
米
行
政
協
定
の
刑
事
裁
到
権
（
九

一
ー
九
二
頁
）
、
ク
リ
コ
フ
事
件
（
九
五
頁
）
、
ベ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト
號
乗
組
水
兵

事
件
（
一
〇
三
頁
）
、
日
本
の
領
土
問
題
（
一
一
四
ー
一
一
五
頁
）
、
危
瞼
水
域

と
第
五
幅
龍
丸
事
件
（
一
四
七
－
一
五
〇
頁
）
、
保
存
漁
場
と
保
存
水
域
（
一

五
一
ー
一
五
七
頁
）
、
大
陸
棚
、
ト
ル
ー
マ
γ
宣
言
、
李
承
晩
宣
言
、
ア
ラ
フ

ラ
海
、
定
着
漁
場
（
コ
≡
、
一
五
八
－
一
六
五
頁
）
、
朝
鮮
動
飢
（
三
二
八

！
二
四
〇
頁
）
、
原
子
力
兵
器
（
二
九
一
；
二
九
三
頁
）
、
職
箏
犯
罪
（
一
一
二
〇

ー
…
一
一
頁
）
、
日
本
と
講
和
（
…
一
七
ー
…
一
八
頁
）
、
職
後
恐
ら
く
ご
く
最

近
ま
で
日
本
の
關
係
し
た
國
際
法
上
の
諸
問
題
は
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
賜
れ
ら

れ
、
新
し
い
國
際
法
と
現
實
の
問
題
と
の
結
び
つ
き
も
、
一
般
に
理
解
し
易
い

方
法
で
解
読
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
新
書
は
、
多
く
の
國
際
法
の
先
例
や
日
本
と
關
係
し
た
國
際
法
の
案
件

に
解
説
を
與
え
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
第
二
次
世
界
職
雫
後
の
新
し
い
條
約
、

國
際
連
合
総
會
の
昨
年
ま
で
の
活
動
や
、
國
際
法
委
員
會
の
審
議
な
ど
に
ま
で

説
明
が
及
ん
で
い
る
。
國
際
捕
鯨
協
定
（
一
九
四
八
）
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
石
炭
鐵

鋼
共
同
瞠
條
約
（
一
九
五
二
）
、
世
界
入
灌
宣
言
（
一
九
四
八
）
、
職
雫
犠
牲
者

の
保
護
に
關
す
る
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
四
條
約
（
一
九
四
九
）
、
集
團
殺
害
罪
の
防
止

及
び
庭
罰
に
關
す
る
條
約
（
一
九
四
八
）
、
般
舶
衝
突
の
民
事
管
理
権
に
關
す

る
規
則
の
統
一
に
關
す
る
條
約
、
航
海
船
舶
の
保
全
差
押
に
關
す
る
規
則
の
統

一
に
關
す
る
條
約
、
船
舶
衝
突
そ
の
他
の
航
海
事
故
の
刑
事
管
轄
灌
に
關
す
る

規
則
の
統
一
に
關
す
る
條
約
（
一
九
五
二
）
な
ど
も
解
読
さ
れ
て
い
る
他
、
國

際
連
合
総
會
の
活
動
情
況
は
、
一
九
五
〇
年
一
一
月
二
日
の
李
和
の
た
め
の
結

隼
決
議
や
戦
雫
の
防
止
に
つ
い
て
の
第
五
同
縄
會
、
第
七
同
総
會
、
第
九
同
総

紹
介
と
批
評

會
（
一
九
五
四
）
ま
で
の
動
向
に
論
及
さ
れ
て
い
る
。

四

　
か
よ
う
に
こ
の
書
の
特
色
を
あ
げ
て
み
る
な
ら
ば
、
本
書
が
從
來
刊
行
さ
れ

て
い
る
國
際
法
の
教
科
書
と
異
つ
た
一
つ
の
行
き
方
を
示
し
て
い
る
こ
と
を
容

易
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
國
際
法
と
い
う
學
間
は
、
決
し
て

學
者
や
外
交
官
の
み
の
學
問
で
は
な
い
。
國
際
法
を
一
般
の
方
々
に
親
し
み
易

く
理
解
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
書
か
れ
た
こ
の
螢
作
は
、
國
際
法
學
の
從

來
の
理
論
偏
重
の
行
き
方
に
謝
す
る
韓
機
と
も
な
り
、
ま
た
廣
く
日
本
の
有
識

者
が
法
的
覗
野
か
ら
國
際
關
係
を
理
解
す
る
の
に
最
も
新
し
い
最
も
便
利
な
も

の
で
あ
ろ
う
。
新
書
版
三
〇
〇
頁
飴
り
の
書
に
、
こ
れ
だ
け
先
例
を
と
り
入
れ

ま
た
日
本
を
廻
る
國
際
法
の
問
題
を
と
り
入
れ
、
親
し
み
易
い
國
際
法
の
入
門

書
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
の
は
、
永
年
國
際
情
勢
を
法
的
覗
野
か
ら
眺
め
、
ま

た
機
會
あ
る
度
に
新
し
い
資
料
の
解
読
を
絶
え
ず
瞼
討
し
て
き
た
入
江
教
授
に

し
て
、
始
め
て
可
能
な
こ
と
で
あ
つ
た
と
も
い
え
よ
う
。
　
（
法
丈
肚
刊
　
新
書

版
三
四
八
頁
　
定
償
一
六
〇
圓
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
村
　
流
）

八
一

（
五
一
七
）


